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ジョーズ

　思春期というのは、その時期がいつなのかなんて一般論は知らないけれども万人に訪れるものであって、その時期における少年少女は肉体的にも精神的にも大きな変化を迎え、思春期特有の悩みや苦しみを抱えるのだが、かく言う俺も例外ではなかった。
　そんな一個人の悩みなど世は関知するはずもなく、時間は無情にも流れ、夏休みは終わりを告げ、今日も日は昇り、学校に通う日常は幕を開ける。
「いってらっしゃ～い」
「行ってきます……」
　母の、変わらず底抜けに明るい声に送られ、のろのろと家を出ていく。何でいつもあんなに明るいのだろう。夏休みの爆弾発言が嘘のようである。寧ろ嘘であってほしい。
「…………はあ」
　すっと耳に手をやり、現実を知ってため息をつく。現実逃避からのこの流れは、これで何度目だろうか。
　十七歳にして、俺は自分の体が嫌いになった。
　その変化は、夏休みに起きた。段々と、しかし劇的に変化していく体が、まるで自分の物ではないように思えて、気持ち悪かった。
　恐らく、俺の他にもそういった悩みを抱える同年代の人はいるだろう。身体が男らしく、また女らしくなっていくことに抵抗のある人は少なからずいる。
けれど俺の悩みは、多分それとは少し違う。男女とかでなく、最早人間としていられるかが不安なのだ。

　空を仰ぐ。相変わらず青い空だったが、夏真っ盛りの頃の色と比べ、どこか控えめな印象を受けた。それは秋が近づいてくることを如実に示しているのだろうが、今はその事実さえ俺を落ち込ませる一因になっていた。
　さあ、と涼しい風が俺の脇を通り抜ける。気温は温暖なものから寒冷なものへと移り変わろうとしていた。それはまさに俺の境遇を表しているかのようだ。
「学校、休もうかなぁ」
　呟き、首を振る。せめて、始業式のある今日だけでも行ってみようと思った。受け入れられたなら通い続け、拒絶されれば、もう二度と行かなければいいだけだ。
「これが最後の登校かもな」
　自嘲的に笑う。当然だ、期待したところで無駄だろう。
　受け入れてくれるわけがないじゃないか。
　こんな、人狼の身で。
　俺は、尖った耳に手をやる。独特の毛の感触が、その柔らかさが、皮肉に感じた。
　十人（とおと）学園が見えてきた。この十人町で唯一の高校であり、私立ながら学費が安く、この町で育ってきた子供は大抵この学校に入学する。この辺りでここ以外の高校といったら、ここから何十キロも離れた場所でないと存在しないからというのも理由の一つだろう。
　歴史を感じさせる木造校舎もこれが見納めかと思うと、一年と少ししか通っておらずとも、どこか感慨深く感じた。
　幸か不幸か、ここまで他の生徒には見つからず来れた。家を出た時間が始業式開始時だから当然といえば当然だろうが。
　恐らく今頃は校長先生の挨拶も終わり、教室に戻っているころだろう。そこに俺は行くのだ。
　今更ながら後悔の念が湧いてくる。ドン引きされる未来が目に映るようだ。
「今からでも帰るか？」
　自問し、否定する。ここまで来たんだ、腹をくくろう。
　そう勇みつつも、やはり人目を避けようとしてしまう。ばったりと人に会わないよう警戒しながら、俺はようやく教室の前までたどり着いた。
　木でできた引き戸からは中の様子を窺えないが、声を聞くに何やら盛り上がっているようだった。
　この中に、入る。
　逡巡は一瞬、俺は思い切って戸を開けた。
「お、上太（かみた）じゃん。夏休み明け早々遅刻たぁ、やるねぇ」
　友人の翔（かける）に声をかけられるも、俺は固まったまま答えられないでいた。
「どうしたの？　教室の前で固まっちゃって」
　同じく友人の美々子も不思議そうに首を傾げた。
　俺は言葉を紡げない。頭の中がクエスチョンマークで埋め尽くされていた。
「変なの。それよりさぁ、どう、この格好？」
　くるん、とその場で回転して見せる美々子に、俺はついに言葉を発した。
「その耳、どうした？」
「あ、ようやく口を開いた。えへへ、可愛いでしょう？」
「そうじゃなくて！　あ、いや、可愛いのは否定しないけど」
　変にフォローしてしまったため恰好がつかなくなってしまったが、それでも一つ咳払いしてから、俺は本心からの疑問をぶつけた。
「何だよ、この状況！」
「何って、上太も同じじゃない」
　教室内は、さながら動物園のようだった。
「見ろよ、この牛の角！」
「狐の尻尾って、こんなに柔らかいんだぁ」
「猫の髭って、なんだかくすぐったいな」
　生徒の大半が、服を着た動物のようだった。その他の生徒も体の一部に動物の特徴を見せたりと、半動物人間となっている。
　目の前にいる翔は鳥みたいなくちばしを持ってるし、美々子は耳がウサギのようにとても長くなっている。
「な、何で平気なんだ？」
「何でって、この町じゃこれが当たり前じゃん。何言ってるの？」
「お、お前も耳が毛深くなってるじゃん。何々？　それ何の動物の耳？」
「あ、当たり前？　これが？　どういうことだ？」
　俺の混乱は、馬中先生がやってくるまで続いた。
「皆さん、おはようございます。夏休みも明けたところで、獣人になれる人も増えてきましたね。まだ完全にはなれない人も安心してください。程度の差こそあれ、今年度中にはなれるはずですよ」
　先生は、獣人？　になっている生徒たちを見渡しながら言った。
「皆さんも知っての通り、この辺りは政府によっても認められている特別区です。獣人になれるようになった貴方たちには、これから社会でどのように振る舞っていくかを学んでいく必要があります」
　うんうんと頷くクラスメイト達。どうやら俺以外は全員常識として持ち合わせていらしい。

「そのためには、獣人である状態と人である状態、その二つの状態の切り替えを完全にコントロールしなければなりません。獣人になったばかりでは難しいでしょうが、先ずは人間の姿に戻ってみることから始めましょう。まだ獣人になりきれない生徒は、焦らず獣人になることを目指しましょう。そのためには、自分を受け入れること、それが大事です」
　はい！　力強い返事が教室中に響き渡る中、俺は複雑な気分だった。受け入れろったって、そんなの無理に決まっている。
「この町の中と言えど、無暗に獣人にならないように気を付けましょう。外の者が絶対にいないというわけではありませんからね。半獣人の生徒は、マスクや手袋、耳当てをして上手く隠しましょう。もう持っている人もいるみたいですね」
　先生の言葉に、マスクやマフラーなどを取り出す生徒たち。ふと見ると、翔はマスクを、美々子はマフラーと耳当てを取り出していた。
「先生の言葉も、親御さんに常日頃言われているでしょうから聞き慣れているとは思いますが、どうか忘れないでくださいね。今の世の中、どこから情報が洩れるか分からないんですから」
　低い締めの言葉に、生徒たちは神妙な顔をして頷く。
　情報はどこから漏れるか分からない、その言葉は、今までの話についていくのが精いっぱいだった俺にも理解できた。
　俺も、気を付けないといけないのか。
　耳を撫でながら、俺は段々とこの現実を受け入れ始めていた。
「上太、その耳のことで、大事な話があるの」
　夏休みの宿題も終わり、あとは遊ぶだけと意気込んでいた頃、耳がやけに毛深くなっていることに違和感を覚えた俺は、母にそのことを相談した。
　それに対し、母は真剣な表情でそう口にしたのだった。
「大事な話って？」
「貴方はね、人狼なのよ」
　母の言葉に、俺は一瞬我を忘れる。
「人狼って、狼人間？　なんの冗談だよ」
「冗談じゃないわ」
　そう言って、母はその場で変化した。
　みるみる全身の毛が深くなり、耳はぴんと尖って、鼻が伸び、歯は牙になる。
　今度こそ絶句した。
「これで分かった？　私の言葉は冗談でも何でもない。人狼は、存在するのよ」
　それから母さんは、人狼が昔から存在していたこと、迫害を恐れこの町に逃れたことを話したのだった。
「何だ、そこまで分かっているんじゃない。私たちも大体同じよ」
　その後、拍子抜けするほどあっさりと放課後となり、俺は美々子と翔に教えを乞うていた。
「そうそう。もっとも、俺は小学生になった辺りでもう教えて貰ってたけどな」
「へえ、私は小学三年生の頃よ」

　マスクをしながら翔は言い、長い耳を耳当てとマフラーで上手く隠した美々子が応えた。どうやら家庭によって伝える時期や内容に差があるようだ。俺の家庭はかなり特殊だったようだが。

「おかしいと思ったんだ。隠れて暮らしてる～とか言っておきながらやたら学校に行くように勧められたし、母め、息子で遊んでいたな……！」
　夏休み後半を悶々と過ごす羽目になったことに対し、いつか埋め合わせをしてもらうことにしよう。
「あはは、上太のお母さんは変わらないね」
「ホントホント」
　笑いあう美々子と翔。お前ら、他人事だと思って。
「そんで、お前は狼か、いいじゃん」
「良くないよ。お前の鷹の方がよっぽど羨ましい」
「そうかぁ？　このくちばし、好きになれそうにないんだが」
「二人とも、不満を言っても変わらないんだから、前向きにとらえなよ。翔くんは最高じゃん、飛べるんだから」
「一般人に見つかるのが怖くて早々できないけどな」
「上太くんは、そうだ、鼻がいいじゃない！　失くしものとか、直ぐに見つかるんじゃない？」
「俺は、それが嫌なんだよ」
　愚痴るようにつぶやく。
「嫌って、どうしてよ？」
「鼻が良くなるってことは、嗅ぎたくもないもんも嗅げるようになるってことだろ？　多分耳と同じように、意識せずとも色々嗅ぎ取っちまうんだろうさ。それに何より、やっぱり人間離れしすぎてて、まだ受け入れきれないよ」
　俺は、できるなら普通の人間でいたかった。けれど今じゃ、耳は尖り、体の毛も伸びてきて、心なしか鼻も良くなってきている気がする。段々と自分が人間じゃなくなっていくみたいで、俺は、どうしても受け入れられなかった。

「ああ、それは俺もあるかもな。心構えをしてこなかったって言えば嘘になるけど、変化が性急すぎて、ちょっと抵抗がある、みたいな」
　翔も同意する。
「もう、そんなんだから二人とも、まだ獣人になりきれてないんじゃない。先生も言っていたでしょう？　受け入れるのが大事だって」
「そんなこと言われてもなぁ」
「ああ。俺なんて今年知ったばかりで、未だに混乱が残っているんだ。早々に割り切れるもんじゃないだろ。そもそもお前だってまだ獣人になれてないじゃないか」
「ふーんだ、私遅生まれだもん。まだ十七歳にもなっていないんだからね。それでもここまで獣人に近づいてきているのよ。寧ろ私を見習いなさい」
　胸を張る美々子に、俺たちは何も言い返せなかった。
「さて、私そろそろ用事あるから、帰るわね。上太、後のことは翔に教えて貰って」
　言い残し、美々子は教室から出て行った。かと思えば直ぐに戻ってくる。
「忘れてた、ほら、上太、これ」
　そう言って美々子が渡してきたのは耳を隠すための耳当てだった。
「え、お前、これって」
「貸してあげる。上太、耳かくし持ってないでしょ？　危ないからつけて」
「お前の分が無くなるだろ」
「私はマフラーあるから。それじゃ！」
　マフラーを鼻の上にまで巻き付け、美々子は今度こそ走り去っていった。
「敵わないな、ホント」
「そうだな」
　翔の言葉に苦笑しつつ、美々子から受け取った耳当てを机に置く。
「まああいつの言うことも一理あるけどよ、俺たちは俺たちのペースでやってこうや」
「ああ。そのためにも、早速質問を続けてもいいか？」
「おう！」
　翔の快諾に、俺は頬を緩ませた。

　
「ありがとう、大分分かってきたよ」
　俺は頭の中で、翔から聞いた知識をまとめる。獣人は基本的に人と同じ生活ができて、何年も獣人になっていなくても問題はない。人との違いはその動物の能力を使うことができるってことと、見た目、獣人ならではの筋肉の量くらい。
　人間離れしすぎることがないと知り、俺は安堵した。
「俺たちに関する社会については詳しくないから、それは親かあいつにでも聞いておいてくれ」
「分かった。ありがとう」
　礼を言い、立ち上がる。外はもう暗く、日の入りの時間が早まっていることを実感する。
　そろそろ帰るか。
　そう言いかけた時だった。
　ウーウーウーウー！
　町の警報機から大きな警告音が発せられた。
「何だ？　火事か？ 
「違う、これは……」
　翔は何か思い当たるものがあるらしい。
　直後、校内放送が入った。
『特別警報、特別警報、これは訓練ではありません。繰り返します……』

「特別警報？」
「外の、この町の内情を知らない人間が訪れた時とかに出される警報さ。こんな時間に、どうしたんだろう？」
　校内放送は続く。
『校内に残っている生徒は、至急職員室前まで集まってください。繰り返します……』
「行こう！」
「ああ！」
　翔の声に応え、俺は荷物を持つと走り出した。
　職員室前に着くと、馬中先生が待っていた。
「君たち、宇佐美さんを知らないかい？」
「美々子がどうかしたんですか？」
　尋ねると、先生はため息をついて言った。
「落ち着いて聞いてください。非正規のルートから侵入したと思われる外部の人間に、宇佐美さんが連れ去られたかもしれないという情報が入ってきました」
「な！」
「嘘ですよね！」
　俺と翔は驚愕を隠せなかった。先生は残念そうに首を振る。
「バイクに乗った見知らぬ男が、十人学園の制服を着た少女をスタンガンで気絶させたそうです。その現場を駐在の犬井さんが見て、取り押さえようとしたところ、猟銃で足を撃たれたと聞いています。……そうですか、やはり宇佐美さんでしたか」
「で、でも、直ぐに助けに行けるんですよね！」
「いいえ」

　翔の言葉を、先生は否定する。
「この十人町は特別区ですが、厳重なセキュリティシステムがあるというわけではありません。下手に守ってしまえば、却って注目され、秘密が露見する恐れがあるためです。山々に囲まれたこの町に辿り着くためには一本道の道路か電車で来るしかありませんが、犯人はそのいずれも使用していなかったと考えられます。つまりは、舗装されていない山道を強引に通ってきたということでしょう。どうしてそんなことをしたのかは知りませんが、それはつまり、相手はバイクで山を越えようとしており、且つそのための道もあるということです。山の中でずっとバイクを走らせることは不可能なので、押して歩くといった形になるでしょうが、問題はその場所が分からないことです。既に外は暗いですし、バイクの排気音もきっとしないでしょうから、犯人の居場所を特定するのは難しいでしょう。鼻の利く犬井さんも、足をやられましたからね」
「じゃ、じゃあ、捜索は……」
「行ってはいるでしょうが、期待は薄いでしょうね。県警に頼れば、秘密が明かされることになりますし」

　苦々しく言う先生の姿に、翔は膝をついた。
　俺は、手に持った耳当てを見つめた。
　何も知らない人間が、獣人を見たらどう思う？
　気味悪がるかもしれない。けれど同時に、珍しがるはずだ。
　誘拐犯、珍しい獣人、人身売買――！
　俺は自らが震えあがるのを感じた。
『危ないからつけて』

　この耳当てがあれば、もしかしたら隠せたんじゃないか？　そうすれば、ただの身代金誘拐か何かで済んだんじゃないか？
　いや、違う。きっと犯人も、最初は獣人だなんて気づいていなかったはずだ。それとも、俺がそう思いたいだけなのか？
　俺はどうすればよかったんだ？
「ちげーよ」
　呟く。翔と先生が俺を見るが、気にならない。
「俺は今から、どうするべきかだろ！」
　俺に耳当てを渡してくれた美々子の顔を思い出す。あれが最後だなんて、認めてたまるか！
　母さんには、できたんだ。俺だって、きっとできる。そう、人狼である自分を、受け入れさえすれば。
「俺は狼だ、俺は狼だ、俺は狼だ、狼、狼、狼……」
　イメージしろ。あの時の母さんの変化を思い起こせ。

　深呼吸する。意識を集中させ、体に変化を促す。
　変われ。
　願いは、唐突に叶った。
　鼻が、歯が、全身が、変わっていく。
　今、俺はどんな姿なんだろうか。
　そんなこと、どうでもいい。
　俺は爪の長い手で持っている耳当ての匂いを覚えると、それを翔に渡した。
「母さんにこれを渡して。母さんも鼻が利くはずだから」
　その言葉に、翔は自分を取り戻したようで、
「おう、任せとけ」
　声と共に外へ駆けだした。
「先生、美々子が連れ去られた場所と、犯人が逃げて行った方角分かりますか？」
「案内する。車に急ごう」
　先生も俺の意図に気づいたらしい。

　職員室に残っている他の先生に一声かけてから、俺と先生は駐車場へ向かった。
「匂いは覚えていられるのか？」
「はい。絶対に忘れません」
　助手席に乗り、シートベルトをつけて断言する。
「信じるぞ！」
　先生はアクセルを踏んだ。
「ここからはもう、車は無理ですね」
　車内から山を見上げ、俺は言った。
「そうだな」
　エンジンを切り、先生が応じる。
　車を降りると、目の前に続く道なき道は、より一層険しいもののように思えた。
「タイヤを転がした跡がある。ここで間違いなさそうだな」
　先生は職員室から持ってきた懐中電灯で地面を照らした。
「急ぎましょう、バイクを押しながら山道を行っているんです、きっと追いつけます」
「だが、いつバイクを走らせられる場所まで行くかも分からない」
　先生の指摘に、言葉が詰まる。
「じゃあ、どうしろって言うんです？」
「少し待て」
　先生はズボンのベルトを緩め、ワイシャツを第三ボタンまで外した。そして、
「むっ！」
　その言葉を合図に、先生の体が急速に変化していった。手足は長くなり、首が伸びて太くなる。
　十秒も経たないうちに、そこには服を着た一頭の小さな馬が現れた。
「乗れ。手綱がないから、首に手を回して、片方の手で懐中電灯を持って前を照らすんだ。落ちるなよ」
「はい！」

　座った先生の上にまたがると、すっくと先生が立ち上がる。途端に視点が高くなる。
これが乗馬か、などと思う間もなく、俺は先生の言葉に従い首に手を回した。
「道案内も任せたぞ」
「はい！」
　夜の山を、馬が駆けた。
「よし、あと少しだ」
　男は傾斜のある雑木林の中をあるきながら、バイクに座り目を閉じる少女を見やり、笑みを浮かべる。
　借金取りから逃げた先で、とんだお宝を手にしたものだ。こいつを奴らに渡せば、借金は帳消し、どころかお釣りがくるかもしれねえな。
　ぐふふ、と下品な笑みを浮かべる男は、疲れた体にむち打ち、金が手に入ると己を奮い立たせ山道を歩いていく。
　そして、ようやく街路灯に照らされた道が見えてきたときだった。
　背後から、小さな音が聞こえてきた。
　何だ？
　男は警戒しつつ、背負っていたバッグから猟銃を取り出す。
　音は段々と大きくなってくる。
　男は音のする方に猟銃を向けた。同時に、白い光が目に刺さる。
　あの町の人間か！
　そう判断した男の行動は早かった。即ち、躊躇いなく発砲したのだ。
　懐中電灯が、銃を構えた男の姿を捉えた。
「危ない！」
　追跡を悟られまいとこれまで小声でやり取りしてきたが、この時ばかりは叫ばざるを得なかった。
　銃声が夜の山に木霊し、一頭が地に伏した。
「先せ――」

「私はいい！」
　投げ出された俺は、先生に声をかけようとして、止められる。俺は慌てて口をつぐんだ。そうだ、今見つかってはいけない。
　幸い、懐中電灯は投げ出された際に手から放してしまったため、まだ俺の居場所は分からないだろう。

「ちっ、ここまで追ってきやがって」
　ほぼ真っ暗な雑木林の中で、男の低い声が響く。

　こいつか。
　例えようのない怒りが、姿の見えない相手に向けられる。
　落ち着け、居場所を明かさないよう、静かに行動するんだ。
「お、懐中電灯じゃん。さてさて、俺を追ってきたやつはっと」
　男の位置はその光のおかげで丸わかりだった。少し距離がある。
「馬か。まさか馬で追ってくるとはな。んん？　この馬、何で服なんか着てやがるんだ？　はっはーん、さてはこいつもお仲間だな」
　なっ！　
　危うく声が出そうになる。
　人の姿に戻れなかったのか？　痛みで？
「おうおう、右前脚から血が出てて痛そうだなぁ、え？　なあお仲間さんよぉ、助けてやりたいって思わねぇか？」
　まずい、人質が増えた。
　どうする？　この距離じゃ、きっと先に気づかれて終わりだ。けれど、このままにしておいたら先生が……。
「あーあー、冷たいお仲間さんだねぇ。仕方ねぇ、これ以上苦しませるのも可哀想だし、俺が楽にしてやるよ」
「止めろ！」
　俺は後先考えず飛び出した。
「はっ、馬鹿が！」
　男はこちらに銃を向け――
「えっ？」

　驚いたのは、俺だったか、男だったか。

　男が銃を構える前に、俺はもう男の目の前にいて、その勢いのまま体当たりした。

　元々走るのは苦手ではないが、この速さは異常だった。

　あ、と俺の頭の中で今日得た知識が思い起こされる。

　そうか、今先生もやって見せたように、獣人の筋肉の量は人のそれとは比べ物にならない。だから思っていた以上に速度を出せたんだ。
　そんな考察をしていたことが仇になった。
　再びの銃声と共に、俺の左わき腹に激痛が走る。
「………か、ぁ……」
　言葉にならない呻き声を上げ、その場に崩れ落ちる。
「ガキがぁ、やってくれやがって……！」
　怒りを孕んだ声が響くが、俺は何も反応できなかった。痛みが他の全ての感覚を飲み込んでいるようだった。
　蹲る俺の頭に、固い何かが押し当てられる。
「死ね……！」
　あ、銃口か。
　俺、死ぬのか？
　間の抜けた最期の思考だ。そう思ったところで、
「ぁぐぅ！」
　男が呻く。何かが倒れる音が続き、その後鈍く重い音が連続して耳に届いた。
　腹を抑え地面をにらむ俺は何が起きたのかさっぱり分からなかったが、とりあえず今は命があることは激痛から実感できた。
　やがて音は止み、誰かが俺の頭を抱いた。
「ごめんなさい、上太。あなたをこんな目に遭わせちゃって」
　ああ、この声は。
「はは」
　そう言ったつもりだったが、結果は空気を吐くだけに終わった。
　母の涙声なんて、初めて聞いたかもしれない。

「うおおおお！　上太！　大丈夫かよ！」
　これは、幻聴だろうか、友人の声も聞こえる……。
　そこまで考えたところで突如襲い掛かってきた睡魔に抗う力もなく、鈍い痛みを感じながら、俺は意識を手放した。
　目を覚ますと、個室病棟だった。
　日付を見ると、俺はあれから丸二日も眠っていたらしい。今は授業の時間だ。
　そうだ、美々子は？
　起き上がろうとし、わき腹に激痛。呻くことさえできず再びベッドに沈んだ。
　こういう時は、ナースコールで良いのだろうか。
　疑問を抱きつつも空腹には勝てないので押した。
　すぐさまナースと医者が登場する。
　医者の話によると、俺の怪我はもう治っているそうだが、まだ痛みが残るそうなので、あと二日は休んでいてほしいとのことだった。寧ろその程度でいいのかと驚くと、医者は笑って、獣人は怪我の回復も早いんじゃよ、と言って去っていった。そういうものなのか。
　馬中先生もまた俺と同様、怪我はもう治っているが、あと二日休ませるそうだ。
　美々子を誘拐した犯人も無事に捕まったらしい。よかったよかった。
「良くないよ！」
　その日の放課後に当たる時間、病室に訪れた美々子が俺に詰め寄る。その背後で翔が苦笑していた。
「何で撃たれたの！　死んだらどうする気だったの！　命を大事にしなさい！」
「いや、大事にしたつもりだったけど」
「嘘！　だったら先生と二人だけで行動しないで、他の人も連れていけばよかったじゃない！」
「他の人は別の場所探していたから集めるのに時間かかるし、それに先生に乗れたのは一人だけだろうし、時間もなかったから、あれが精いっぱいだったんだよ」
「うー！　だったら怪我しないように慎重になってよー！」
「まあまあ」
　翔がようやく美々子をなだめる。
「けどよ、俺たちの気持ちも分かってくれよ。本当に心配したんだからさ」
「……ああ、悪い」
　俺は素直に謝った。確かに撃たれたのは俺の不注意からだったし、死んでもおかしくなかった。
「ありがとうな、心配してくれて」
「ば、馬鹿！　するに決まってるでしょう！」
「そうそう。水臭いこと言うなって」
　ははは、と笑いあう。
「ま、こんな大きな事件はあったけれど、皆無事で良かったよ。俺も獣人になれたしね」
「え、お前も？」
　不意の発言に、つい聞き返してしまう。
「ああ。お前から預かった耳当て、もっと速く届けようって思ったら自然と空飛べてさぁ、気持ちよかったぜ。あと、お前のお母さんを犯人のところまで運んだりな」
「ああ、だからお前があそこにいたのか」
　あの時、母さんが来なければきっと俺は死んでいただろう。
「じゃあお前は俺の命の恩人だな。そうか、そんなことだったら、俺のしたことは結局ただの捨て身だったってことか」
「そ、そんなことないよ！」
　自嘲的に言うと、意外なところからフォローが来た。
「え、美々子、何でそこで否定する？」
　さっきまで散々俺の行動を咎めてきたのに。
「あ、それは、上太がしたことは確かに危険だったけれど、とても助かったし」
「こいつの言う通りだよ。実際お前と先生が足止めしてくれなかったら、とっくに逃げられていたからな」
　ああ、と俺は納得する。
そうか、無駄じゃなかったのか。
「ね、ねえ、上太」
「うん？」
「その、私のために獣人になってくれて、ありがとう」
「ああ、いいよ。別に」
「でも、あんなに嫌がってたのに、なんか、無理やりさせちゃったみたいで」
「気にするなって。お前と二度と会えないことに比べたら、些細なことさ」
　そういうと、美々子は真っ赤になった。
「も、もう！　どうしてそんなセリフがさらっと出るの！」
「え？　なんか変だったか？」
「～～～～！　知らない！」
　美々子は部屋から出て行った。どうしたんだろう、急に。
「流石は狼。見事ウサギを仕留めたね」
「はあ？」
　美々子の行動と言い、翔の含みのある笑いと言い、最近ままある混乱状態に、俺は再び陥ったのだった。
後書
　時間は無情にも流れ続け、望む望まずに関係なく万物に変化を促していくもので、それに抗おうとする人もいれば受け入れる人もいるわけですが、結局程度の差こそあれどちらも変化することには変わりないんですよね。なのでもう変化することは仕方ないと諦めた方が楽なのかもしれませんが、諦めきれない、諦めたくないという人は、例えそれが分かりきっていても諦められない何かしらを抱えているわけで、現実に変わってもその現実を受け入れないといった心情になることも珍しくありません。とはいえいつまでも抱えたままでは前に進むことはできませんから、問題はいつそれを捨てるかに定まるのでしょう。そしてその答えはもしかしたら、本人でさえも分からないのかもしれませんね。
　そんなわけで、一日で書いてみよう一題噺、お題は『狼』で書かせていただきました、ジョーズです。一日の大半を構成に使っていたため執筆が間に合わなかったよアハハ。
　さくさく読めるラノベチックな展開にしてみようと意識してみたつもりですが、少しさくさくしすぎましたかね？　これはこれで読みごたえがないかもしれません。次は頑張ります。
　それでは、ジョーズでした！
